
  

 令和５年度の「ひまわりＥＡＳＴ」も２月１９日（月）を最後（年間合計３３回）に無事終了することができました。ア

ンケートや送迎、そしてボランティアスタッフとしてのお手伝い等、御協力ありがとうございました。活動を通して、とて

も素敵な児童の笑顔が見られました。保護者の皆様にも児童の活動の様子をご覧いただけたこと、児童の１年間の成長が見

守れたこと、順調な運営ができましたことに、感謝申し上げます。 

 令和６年度も楽しいチャレンジスクールができるよう、スタッフ一同取り組んでまいります。保護者説明会は５月１１日

（土）の午後を予定しています。詳しくは４月１０日頃、募集の案内を配付させていただきますのでご覧ください。 

（「ひまわりＥＡＳＴだより」は大谷場東小学校のホームページにも掲載されますが、児童の集合写真などは、活動写真

に差し替えさせていただきます。） 
 

【ヒップホッップ】１月２０日（土）講師 ＮＰＯ法人 親子体操連盟 ティンカーベル 三枝佳子先生     

 

【水はどこから・・・】１月２２日（月）講師 メタウォーター株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

【高学年特別講座 お菓子の株式会社】１月２７日（土） 講師 日本証券業協会 金融 証券教育支援センター  

 会社経営を通

して、株式会社

の仕組みやお金

の流れ（資金調

達）を体験す

る、アクティ

ブ・ラーニング

の要素を含んだ講座です。最初にグループに分かれて新商品の企画（商品のネーミングやコンセプトの設定）と開発（お

菓子のパッケージデザイン）を行い、各グループが事業の内容で開発した商品を発表し、そ

の内容を聞き、児童がそれぞれ模擬紙幣を使用し、応援したいと思った会社（グループ）へ

投資（投票）し株式会社と株式の関係を体験する学習です。グループで相談し「社長」を決

め発表です。 

「こんなお菓子が本当にあったらいいな」「この値段で売れるかな？」「社長の言うことを誰

も聞いてくれない！」「○〇君が社長なら儲かる会社になりそう」など笑いが絶えない、そ

してどのグループも素敵なプレゼンテーションでした。 

【自由・工作】１月１３・１５日、２月３・５日 講師（月曜２回、土曜２回） 講師 ひまわりＥＡＳＴスタッフ 

３学期の工作は、「オリジナルシール作り・的あてゲーム（鬼退治）・エコバックに絵を描こう」でした。どれも素敵な作

品に仕上がりました。自由遊びはドッジボールやバスケットボール、バドミントンなどグループで行うことが多くなって

きました。学年を超えて、楽しく（時にはヒートアップし過ぎて・・・）活動していました。来年度の学習では自主学習

の時などに、「紙芝居」を取り入れて行こうと思っています。児童の中から、「読み手」を募集しますのでどんどん応募し

てください。また、自主学習の時に「ひまわりＥＡＳＴ文庫」を活用しています。ご自宅で必要のなくなった小学生向き

の本がございましたら、御寄附いただけると幸いです。 

【調理実習】２月１７日（土）、２月１９日（月） 講師 ひまわりＥＡＳＴ スタッフ 

 今年度の最後の活動は「ケーキ作り」と修了式です。昨年は感染症の影響で黙食でしたが、今年はマスクもとり、笑顔で

お話をしながら楽しく「お茶会」が出来ました。学年を超えて行うチャレンジスクールは児童・地域の方々・保護者がコミ

ュニケーションのとれる素敵な場所になっていると思います。 

ケーキはグループに分かれ市販のスポンジケーキに生クリームやイチゴ、チョコレートなどをトッピングした簡単な物

ですが、グループで仲良く話し合い、それぞれ個性豊かなケーキが出来ました。「とてもおいしかった」「みんなで作ると楽

しい」と満足そうでした。 修了式では「がんばったで賞」と「皆勤賞」が手渡され、１年間の中で、楽しかったプログラ

ムや来年度も行いたいプログラムなど一人一人に感想を聞きました。「全部楽しかった！」「また来年も参加したい」などた

くさんの声が聞けて、スタッフもとても嬉しかったです。１年間ありがとうございました。来年度も一緒に活動できたら幸

いです。お待ちしております。 

 

大谷場東小学校 
ひまわりＥＡＳＴ 

No.９ 
 

発行：令和６年３月１９日 

大谷場東小学校 ひまわりＥＡＳＴ実行委員会 

連絡先：０９０（１５４２）６４１５ 

携帯 Mail：s-oyabahigashi@softbank.ne.jp 

ヒップホップダンスの基礎の動きを準備体操で行い、その後 ado の「唱」に合わせて、ダンスを教わりました。

３グループに分かれ、自分たちで入退場の仕方を考え、発表をしました。どのグループも個性豊かな楽しいダンス

の発表会でした。 

とても寒い日でしたが、汗をかくほど動き回り、楽しさを体いっぱい表現していました。「楽しい」「またヒップ

ホップを踊りたい」「もっと上手になってカッコ良く踊りたい」など児童からたくさんの感想がありました。 

 「普段飲んでいる水はどこから来て、どこへ行くのだろう？」というお話から始まりました。飲んでいる水がど

のような仕組みで循環しているかを知ってもらい、食育の視点から水の大切さや水の事に関して学びました。ペッ

トボトルろ過実験では、簡単な装置で泥水が透明な水になって出てくる様子にびっくりしていました。「色水で試

してみたい」「ソースは水になるかな？」「コーラが水になったらどうしよう～」など児童の想像は膨らむばかりで

す。児童はろ過装置を倒さないようにそっと持ち帰りました。自宅でたくさん実験したら、またスタッフに感想を

聞かせていただきたいと思います。当たり前に水道から美味しい水が出てくることに感謝したいと思いました。 
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